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第３章 事業の実施を予定している区域及びその周囲の概況 

本章は、事業計画地周辺の安佐南区、安佐北区を中心に、広島県あるいは広島市における公共

データ等を基本に整理したものです。また、公共データの不足する項目については、これまで事

業計画地周辺で行われてきた既往調査結果についても用いています。 

 

１ 自然的状況 

(1) 大気環境 

① 気象 

事業計画地周辺は、瀬戸内気候とよばれる海洋性気候であり、四季を通じて温暖です。 

広島地方気象台における気温、降水量等は表3-1.1に示すとおりです。これによると過去

10年間の平均気温は16.5℃、降水量は1,530.1mm、平均風速3.8m/秒でした。 

 

表3-1.1 主な気象要素の観測結果(広島地方気象台) 

気   温 (℃) 

平  均 極  値 

降水量 
(mm) 

風 速 
(m/秒) 年 次 

平 均 日最高 日最低 最 高 最 低 総 量 平 均 

平 成 7 年 15.9 20.5 11.9 35.7 -2.5 1,389.5 3.8 
平 成 8 年 15.9 20.5 11.9 36.5 -4.2 1,262.0 3.8 
平 成 9 年 16.4 21.0 12.5 35.1 -3.2 1,860.0 3.9 
平成 1 0年 17.6 21.9 13.8 34.9 -3.7 1,508.0 3.7 
平成 1 1年 16.7 21.1 12.9 36.0 -3.8 1,702.5 3.7 
平成 1 2年 16.5 21.2 12.7 36.9 -1.4 1,138.5 3.8 
平成 1 3年 16.3 21.1 12.3 37.9 -3.9 1,556.0 3.9 
平成 1 4年 16.5 21.3 12.6 36.8 -2.6 1,272.5 3.9 
平成 1 5年 16.1 20.6 12.5 34.1 -3.9 1,709.5 3.7 
平成 1 6年 17.0 21.8 12.9 38.6 -4.0 1,902.0 3.9 

平   均 16.5 21.1 12.6 36.0 -3.3 1,530.1 3.8 
資料：「広島県統計年鑑」（平成10年～平成16年,広島県） 
「広島県の気象」(平成17年，広島地方気象台) 
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② 大気質 

ア 一般環境大気測定局 

事業計画地周辺の一般環境大気測定局における大気質調査結果は表3-1.2に示すとお

りです。また、測定局の位置は図3-1.1に示すとおりです。これによると、二酸化硫黄、

二酸化窒素、浮遊粒子状物質については、伴小学校測定局、安佐南測定局ともに環境基

準を達成していましたが、光化学オキシダントについては、両測定局ともに環境基準を

達成していませんでした。この光化学オキシダントについては、現工場から約1.8km離れ

た伴小学校及び約7km離れた安佐南測定局の測定数値がほぼ同様の結果となっており、現

工場との関連はないものと考えられます。また、広島市内の他の5測定局の平成15年度の

測定結果においても全ての測定局で環境基準を達成していません。 

 
表3-1.2 一般環境大気測定局測定結果(平成15年度) 

【二酸化硫黄】 

有効 
測定 
日数 

測定 
時間 

1時間値が 
0.1ppmを超え
た時間数と 
その割合 

日平均値が 
0.04ppmを 
超えた日数 
とその割合 

1時間 
値の 
最高値 

日平均値 
の2％ 
除外値 

環境基準の長期的 
評価による日平均
値が0.04ppmを 
超えた日数 

環 境 
基準値 測定局 

用途 
地域 

(日) (時間) (時間) (％) (日) (％) (ppm) (ppm) (日) 

環境 
基準 
適否 

(ppm) 

伴小学校 住 355 8,413 0 0.0 0 0.0 0.011 0.003 0 適 
安佐南 住 366 8,738 0 0.0 0 0.0 0.017 0.008 0 適 

0.04以下 

【二酸化窒素】 

有効 
測定 
日数 

測定 
時間 

1時間 
値の 
最高値 

日平均値が
0.06ppmを 
超えた日数と 
その割合 

日平均値が 
0.04ppm以上 
0.06ppm以下の 
日数とその割合 

日平均値 
の年間 
98％値 

98％値評価に 
よる日平均値
が0.06ppmを 
超えた日数 

環 境 
基準値 測定局 

用途 
地域 

(日) (時間) (ppm) (日) (％) (日) (％) (ppm) (日) 

環境 
基準 
適否 

(ppm) 

伴小学校 住 360 8,644 0.061 0 0.0 0 0.0 0.030 0 適 
安佐南 住 366 8,741 0.087 0 0.0 8 2.2 0.040 0 適 

0.04～ 
0.06以下 

【光化学オキシダント】 

昼間 
測定 
日数 

昼間 
測定 
時間 

昼間の 
1時間 
値の 
最高値 

昼間の1時間値 
が0.06ppmを 
超えた日数と 
時間数 

昼間の1時間値
が0.12ppmを 
超えた日数と 
時間数 

環 境 
基準値 測定局 

用途 
地域 

(日) (時間) (ppm) (日) (時間) (日) (時間) 

環境 
基準 
適否 

(ppm) 

伴小学校 住 366 5,399 0.118 102 541 0 0 否 
安佐南 住 360 5,260 0.118 87 443 0 0 否 

0.06以下 

【浮遊粒子状物質】 

有効 
測定 
日数 

測定 
時間 

1時間値が
0.20mg/m3を 
超えた時間数
と 
その割合 

日平均値が 
0.10mg/m3を 
超えた日数と 
その割合 

1時間値の 
最高値 

日平均 
値の2％ 
除外値 

環境基準の長期的 
評価による日平均 
値が0.10mg/m3を 
超えた日数 

環 境 
基準値 測定局 

用途 
地域 

(日) (時間) (時間) (％) (日) (％) (mg/m3) (mg/m3) (日) 

環境 
基準 
適否 

(mg/m3) 

伴小学校 住 351 8,429 0 0.0 0 0.0 0.120 0.053 0 適 
安佐南 住 363 8,686 0 0.0 1 0.3 0.146 0.065 0 適 

0.10以下 

注1： 「環境基準の長期的評価による日平均値が……を超えた日数」とは、年間にわたる日平均値のうち高い方から2％の範
囲にあるものを除外した後の日平均値(日平均値の2％除外値)が……を超えた日数をいいます。ただし、日平均値が基準
値を2日以上連続して超えた場合には、当該日数分について除外しません。 

注2： 「98％値評価による日平均値が0.06ppmを超えた日数」とは、年間における日平均値のうち低い方から98％の範囲(日
平均値の年間98％値)にあり、かつ0.06ppmを超えた日数をいいます。 

注3： 「環境基準達成状況」の評価は、「……を超えた日数」が0の場合を「達成」とし「適」で示します。ただし、光化
学オキシダントについては、「昼間(5時から20時)の1時間値が0.06ppmを超えた日数」が0の場合を「達成」といいます。 

資料:平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 
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イ 有害大気汚染物質 

広島市における有害大気汚染物質モニタリング結果は、表3-1.3に示すとおりです。こ

れによると、全ての地点・項目で環境基準を達成していましたが、ベンゼンは、市街地

の沿道に位置する比治山測定局において高めの値となっていました。 

表3-1.3 有害大気汚染物質モニタリング結果(平成15年度) 

地点(分類) 
物質名 

単位 
安佐南区役所 
（一般環境） 

井口小学校 
（一般環境） 

比治山測定局 
（道路沿道） 

楠那中学校 
(工業地域周辺)

環境基準値 

ベンゼン μg/m3 1.8 1.3 2.3 1.3 3以下 
トリクロロエチレン μg/m3 0.086 0.10 0.17 0.37 200以下 
テトラクロロエチレン μg/m3 0.35 0.18 0.17 0.13 200以下 
ジクロロメタン μg/m3 0.89 1.2 1.1 1.6 150以下 
アクリロニトリル μg/m3 0.10 0.067 0.063 0.098  
アセトアルデヒド μg/m3 2.6 2.2 2.9 2.6  
塩化ビニルモノマー μg/m3 0.032 0.045 0.035 0.039  
クロロホルム μg/m3 0.16 0.17 0.20 0.13  
酸化エチレン μg/m3 0.082 0.061 0.11 0.073  
1,2-ジクロロエタン μg/m3 0.078 0.080 0.076 0.082  
1,3-ブタジエン μg/m3 0.50 0.32 0.69 0.32  
ベンゾ[a]ピレン ng/m3 0.31 0.20 0.52 0.40  
ホルムアルデヒド μg/m3 3.5 3.2 4.2 3.9  
水銀及びその化合物 ng/m3 2.2 2.0 2.2 2.1  
ニッケル化合物 ng/m3 1.5 1.5 2.5 3.3  
ヒ素及びその化合物 ng/m3 1.3 1.3 1.8 2.4  
ベリリウム及びその化合物 ng/m3 (0.039)※ 0.072 0.052 0.076  
マンガン及びその化合物 ng/m3 23 29 34 50  
六価クロム化合物 ng/m3 3.3 2.9 6.2 5.1  
注 測定は毎月実施して平均値を記載。検出下限値未満のデータが存在する場合には、原則として、当該検出下限値に1/2を乗
じて得られた値を用いて平均値を算出しました。 
※ 上記方法による計算値が検出下限値より小さい値になった場合（全検体が検出下限値未満の場合等）については、得られ
た値を括弧書きとしています。 

  資料: 平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 
 

 

ウ ダイオキシン類 

広島市における大気中のダイオキシン類調査結果は、表3-1.4に示すとおりです。これ

によると、全地点で環境基準を達成していました。 

表3-1.4 ダイオキシン類調査結果(平成15年度) 

単位：pg-TEQ/m3 
調査結果(pg-TEQ/m3) 

調査地点 
５月 ８月 １１月 ２月 平均 

環境基準値 

安佐南区役所 0.10 0.12 0.11 0.22 0.14 
国泰寺中学校 0.058 0.10 0.067 0.058 0.071 
可部小学校 0.070 0.16 0.070 0.12 0.11 
井口小学校 0.075 0.049 0.064 0.063 0.063 
安芸区スポーツセンター 0.25 0.38 0.21 0.30 0.29 

0.6以下 

資料: 平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 
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エ 既往調査結果 

事業計画地周辺における大気質の既往調査結果は、表3-1.5に示すとおりです。また、

調査地点は13頁の図3-1.1に示すとおりです。 

調査結果のうち、夏季の測定データを比較すると、二酸化窒素、光化学オキシダント

は増加傾向、浮遊粒子状物質については減少から増加、二酸化硫黄については減少から

横ばいとなっています。 

 

表3-1.5 既往調査結果(大気質) 

昭和54年度 昭和59年度 平成元年度平成９年度
項　　　目 夏季 冬季 夏季 冬季 冬季 夏季 環境基準

8月 12月 7.31～
8.7
1.6～
1.18
12.22～
12.28

8.19～8.25

二酸化硫黄 最大 - - 0.013 0.012 0.014 0.009 0.1以下
(ppm) 平均 0.010 0.006 0.004 0.003 0.003 0.004 0.04以下
一酸化窒素 最大 - - 0.008 0.042 0.052 0.017 －
(ppm) 平均 - - 0.002 0.003 0.006 0.004 －
二酸化窒素 最大 - - 0.011 0.028 0.027 0.019 －
(ppm) 平均 - - 0.004 0.007 0.010 0.007 0.04～0.06以下
窒素酸化物 最大 - - 0.017 0.065 0.071 0.032 －
(ppm) 平均 0.007 0.011 0.006 0.010 0.016 0.011 －
一酸化炭素 最大 0 0 0.3 0.6 1.2 0.4 20以下
(ppm) 平均 0 0 0.1 0.2 0.3 0.2 10以下

浮遊粒子状物質 最大 - - 0.074 0.086 0.060 0.070 0.2以下
(mg/m3) 平均 0.031 0.018 0.025 0.024 0.009 0.038 0.1以下
光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 最大 - - 0.065 0.048 0.034 0.099 0.06以下
(ppm) 平均 0.006 0.012 0.022 0.028 0.013 0.031 －
全炭化水素 最大 - - 2.57 2.41 2.85 2.92 －
(ppmC) 平均 2.2 2.1 1.85 1.96 2.01 1.98 －
メタン 最大 - - - - 1.81 1.90 －
(ppmC) 平均 - - - - 1.77 1.75 －

非メタン炭化水素 最大 - - 0.94 0.53 1.04 0.42 －
(ppmC) 平均 - - 0.23 0.14 0.25 0.24 －
塩化水素 最大 0.038 <0.030 0.071 0.047 0.003 0.002 －
(ppm) 平均 0.030 <0.030 0.040 0.033 0.001 0.001 －

注1：昭和54年度の光化学オキシダント，全炭化水素，塩化水素は7日間の測定であり，また，冬季は2月に行われている。
注2：調査地点は，昭和54年度については安佐南工場，昭和59年度～平成9年度については安佐南工場近傍の椎原グラウ
     ンドである。  

資料:「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」(平成9年，広島市) 
 

 

環境基準値 

注1： 昭和54年度の光化学オキシダント、全炭化水素及び塩化水素は7日間の測定です。また、冬季は2月に実施しています。 
注2： 調査地点は、昭和54年度は安佐南工場予定地（現安佐南工場）、昭和59年度～平成9年度は安佐南工場近傍の椎原グ 
ラウンドです。 
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③ 騒音 

ア 自動車騒音測定結果 

事業計画地周辺の道路における自動車（道路交通）騒音に関する環境基準適合状況は、

表3-1.6に示すとおりです。 

表3-1.6 道路交通騒音に関する環境基準適合状況（路線別適合率） 

環境基準 
適 合 率 道路種別 路線名称 

評 価 
区間数 

対象戸数 
(百戸) 

昼間 夜間 
主要地方道 広島湯来線 9 7 67% 77% 
  〃 広島豊平線 8 31 79% 79% 
一 般 県 道 伴 広 島 線 5 24 98% 98% 
注1：路線別適合率は、道路沿道の各住居における基準適否を路線別に集計したものです。 
注2：環境基準適合率(%)＝環境基準適合戸数／対象戸数×100 
注3：対象戸数は、百戸未満を四捨五入して表記したものです。 

資料: 平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 
 

また、道路近傍における自動車騒音測定結果は、表3-1.7に示すとおりです。これによ

ると、１地点を除きいずれの時間帯も環境基準値を下回っています。 

また、自動車騒音の調査地点は図3-1.2に示すとおりです。 

 

表3-1.7 自動車騒音測定結果 

騒音レベル（dB(A)） 
道路名 測定地点 用途地域等 車線数 地域類型 

昼 間 夜 間 
主要地方道 
広島湯来線 

安佐南区 
沼田町大字伴 

市街化調整区域 2 B 70 
(70) 

63 
(65) 

主要地方道 
広島豊平線 

安佐南区 
沼田町大字伴 

第１種住居地域 2 B 
72 
(70) 

67 
(65) 

市道安佐南４区 
454号線 

安佐南区 
沼田町大字大塚 

市街化調整区域 4 B 
57 
(70) 

49 
(65) 

市道安佐南４区 
453,490号線 

安佐南区大塚西
三丁目３番 

商業地域 4 C 
66 
(70) 

62 
(65) 

市道安佐南４区 
486,488,489号線 

安佐南区伴南一
丁目６番 

第１種低層住居
専用地域 

4 A 
63 
(70) 

57 
(65) 

注1： 昼間とは6～22時、夜間とは22～6時を示します。 
注2： 騒音レベルは、環境基準と比較するため、小数点以下を四捨五入しています。 
注3： ( )内の数字は騒音に係る環境基準値です。環境基準値は｢幹線交通を担う道路に近接する空間の基準値｣を適用していま
す。 

資料:「平成16年度 騒音・振動データ集（自動車編・鉄道編）」(平成17年，広島市環境局) 
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イ 既往調査結果 

事業計画地周辺における騒音の既往調査結果は、表3-1.8(1)及び表3-1.8 (2)に示すと

おりです。 

また、調査地点は前頁の図3-1.2に示すとおりです。 

 

表3-1.8(1) 既往調査結果 

地点 項目 単位 昭和54年度 平成9年度 

騒 音 dB(A) 55 62 N1 
伴電話局前 交 通 量 台/10分 63 100 

騒 音 dB(A) 42 57 N2 
三 城 田 交 通 量 台/10分 12 77 

騒 音 dB(A) 62 64 N3 
下 向 交 通 量 台/10分 92 145 

騒 音 dB(A) 60 67 N4 
雲 願 寺 交 通 量 台/10分 66 164 
注1：騒音は、中央値を示します。 
注2：数値は、8:00～18:00の平均値です。 

    資料:「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」(平成9年，広島市) 

 

表3-1.8(2) 既往調査結果 

単位:dB(A) 
地点 時間帯 平成元年度 平成 9年度 

朝 ― 59 
昼間 ― 58 

N5 
大下 

夕 ― 59 
朝 47 42 
昼間 47 49 

N6 
椎原 

夕 43 51 
注1：騒音は，中央値を示します。 
注2：数値は右に示す時間の平均値です。朝7:00～8:00、昼間8:00～18:00、夕18:00～19:00 

資料:「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」(平成9年，広島市) 
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④ 振動 

事業計画地周辺における振動の既往調査結果は、表3-1.9に示すとおりです。また、調査

地点は17頁の図3-1.2に示すとおりです。 

これによると、大下及び椎原の２地点では、人が感じる値(55dB)を下回っていました。 

 

表3-1.9 既往調査結果 

地点 項目 単位 昭和54年度 平成9年度 

振 動 dB 30 35 N1 
伴電話局前 交 通 量 台/10分 63 100 

振 動 dB 30 46 N2 
三 城 田 交 通 量 台/10分 12 77 

振 動 dB 30 38 N3 
下 向 交 通 量 台/10分 92 145 

振 動 dB 31 53 N4 
雲 願 寺 交 通 量 台/10分 66 164 
N5 
大 下 

振 動 dB － 33 

N6 
椎 原 

振 動 dB <30 <30 

注1：振動は、80%レンジ上端値を示します。 
注2：数値は、7:00～19:00の平均値です。<30dBは30dBとして算出しました。 
注3：表中の「－」は、実施していないことを示します。 

資料:「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」(平成9年，広島市) 
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⑤ 悪臭 

事業計画地周辺における悪臭の既往調査結果は、表3-1.10に示すとおりです。また、調

査地点は図3-1.3に示すとおりです。調査地点は、調査当時では規制地域に該当していませ

んが、参考までに「工場その他事業場における事業活動に伴って発生する悪臭の敷地境界

での基準」と比較すると、いずれの調査結果も、基準値を下回っていました。 

 

表3-1.10 既往調査結果(悪臭) 

測定年月 椎原 大下 安佐南工場 

夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 
地点 

単 位 

S54.7 H9.8 S55.1 H1.12 S54.7 H9.8 S55.1 H1.12 H1.12 H9.7 

規 制 
基準値 

ｱﾝﾓﾆｱ ppm 0.3 <0.1 <0.1 0.1 0.8 <0.1 <0.1 0.1 0.1 0.1 1※1 
ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm <0.001 <0.0002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0002 0.002※1 
硫化水素 ppm <0.001 <0.002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.002 0.02※1 
硫化ﾒﾁﾙ ppm <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01※1 
二硫化ﾒﾁﾙ ppm <0.001 <0.0009 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0009 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0009 0.009※1 
ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm <0.001 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 0.005※1 
ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm <0.005 0.012 <0.005 <0.005 <0.005 0.016 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.05※1 
ｽﾁﾚﾝ ppm <0.01 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.04 0.4※1 
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm － <0.005 － － － <0.005 － － － － 0.05※1 
ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm － <0.0009 － － － <0.0009 － － － － 0.009※1 
ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm － <0.002 － － － <0.002 － － － － 0.02※1 
ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm － <0.0009 － － － <0.0009 － － － － 0.009※1 
ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm － <0.0003 － － － <0.0003 － － － － 0.003※1 
ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm － <0.009 － － － <0.009 － － － － 0.9※1 
酢酸ｴﾁﾙ ppm － <0.3 － － － <0.3 － － － － 3※1 
ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm － <0.1 － － － <0.1 － － － － 1※1 
ﾄﾙｴﾝ ppm － <1 － － － <1 － － － － 10※1 
ｷｼﾚﾝ ppm － <0.1 － － － <0.1 － － － － 1※1 
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸 ppm － <0.003 － － － <0.003 － － － － 0.03※1 
ﾉﾙﾏﾙ酪酸 ppm － <0.0001 － － － <0.0001 － － － － 0.001※1 
ﾉﾙﾏﾙ吉草酸 ppm － <0.0001 － － － <0.0001 － － － － 0.0009※1 
ｲｿ吉草酸 ppm － <0.0001 － － － <0.0001 － － － － 0.001※1 
臭気指数 － － <10 － － － <10 － － － － <13※2 

※1 旧規制基準：各物質の濃度による規制 

※2 現規制基準：平成16年1月1日より施行された「悪臭防止法による規制地域の指定及び規制基準の設定」（広島市告示第314号 平成

15年9月1日）により第２種区域に指定され、それまでの各物質の濃度による規制から臭気指数による規制へと変更されました。 
資料:「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」(平成9年，広島市) 
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イ ダイオキシン類 

広島市（安佐南区及び安佐北区）における河川水中のダイオキシン類調査結果は、表

3-1.12に示すとおりです。これによると、全地点で環境基準を達成していました。 

表3-1.12 ダイオキシン類調査結果(平成15年度) 
単位：pg-TEQ/L 

調査地点 
第１回 
（７月） 

第２回 
（１１月） 

年平均値 環境基準値 

古川 大正橋 0.31 0.16 0.24 
太田川 安芸大橋 0.078 0.054 0.066 
三篠川 深川橋 0.16 0.056 0.11 
根谷川下流 根の谷橋 0.12 0.046 0.082 
鈴張川 宇津橋 0.14 0.036 0.088 

1以下 

資料：平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 

 

ウ 既往調査結果 

事業計画地周辺の河川水質の既往調査を表3-1.13に示します。これによると一般項目

では、細坂川でBOD、大腸菌群数、全窒素が増加しており、椎原川ではBODが増加してい

ました。健康項目については、各年度において両河川とも検出されていません。 

また、広島市が実施している安川(大塚川下流地点)※1の平成9年度の水質調査結果※2

と既往調査結果を比較すると、BOD、COD、SS、大腸菌群数については、安川における調

査結果の方が高くなっていました。 
※1：環境基準の類型指定を受けている安川の調査地点のうち、細坂川及び椎原川に最寄の地点 
※2：pH=6.8～7.3、DO=9.4、BOD=4.4、COD=4.7、SS=12、大腸菌群数=1.3×105 
（DOについては、数値が高い方が水質は良い。） 
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表3-1.13 既往調査結果（河川水質） 
細坂川 

昭和54年度 平成元年度 平成9年度 測定項目 単位 
春(5月) 夏(8月) 秋(11月) 冬(2月) 冬(12月) 夏(8月) 

水素イオン濃度(pH) ― 7.5 7.5 7.5 8.0 7.6 6.8 
溶存酸素量(DO) ㎎/L 9.6 8.7 11.3 11.1 11.3 8.9 
生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎/L 1.0 0.4 0.4 1.3 0.9 1.3 
化学的酸素要求量(COD) ㎎/L 1.4 1.4 0.8 1.4 0.6 1.3 
浮遊物質量(SS) ㎎/L 3.2 5.7 1.9 6.2 <0.5 6 
大腸菌群数 MPN/100mL 2.6×103 4.1×103 1.7×103 2.8×103 5.4×102 4.9×104 

一
般
項
目 

全窒素 ㎎/L 0.3 0.28 0.51 1.8 － 1.3 
カドミウム ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 
全シアン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.1 
鉛 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 
六価クロム ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.05 
砒素 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 <0.005 
総水銀 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 
アルキル水銀 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 
PCB ㎎/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0005 <0.0005 

健
康
項
目 

ふっ素 ㎎/L <0.1 <0.1 0.21 0.34 － <1 
フェノール類 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.5 
銅 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.3 
亜鉛 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.1 
溶解性鉄 ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 － <1 
溶解性マンガン ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 － <1 

特
殊
項
目 

全クロム ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.2 
アンモニア性窒素 ㎎/L <0.05 <0.05 0.28 0.16 － <0.1 
リン酸性リン ㎎/L <0.02 <0.02 0.21 0.07 － <0.1 
有機リン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.1 
ノルマルヘキサン抽出物質 ㎎/L <0.2 <0.2 <0.2 0.4 <0.5 <0.5 

そ
の
他 

流量 m3/秒 － － － － 0.038 0.178 

椎原川 
昭和54年度 平成元年度 平成9年度 測定項目 単位 

春(5月) 夏(8月) 秋(11月) 冬(2月) 冬(12月) 夏(8月) 
水素イオン濃度(pH) ― 7.4 7.3 7.4 7.4 － 7.1 
溶存酸素量(DO) ㎎/L 9.6 8.5 11.3 11.0 － 8.4 
生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎/L 0.5 0.5 0.5 0.9 － 1.6 
化学的酸素要求量(COD) ㎎/L 1.3 1.4 0.7 1.2 － 1.5 
浮遊物質量(SS) ㎎/L 2.8 2.7 0.6 2.2 － 4 
大腸菌群数 MPN/100mL 4.1×103 2.8×104 1.6×103 3.1×103 － 2.3×104 

一
般
項
目 
全窒素 ㎎/L 0.4 0.5 0.27 0.54 － 0.6 
カドミウム ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.001 
全シアン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.1 
鉛 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.001 
六価クロム ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.05 
砒素 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.005 
総水銀 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － <0.0005 
アルキル水銀 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － <0.0005 
PCB ㎎/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 － <0.0005 

健
康
項
目 

ふっ素 ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 0.32 － <1 
フェノール類 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.5 
銅 ㎎/L <0.01 <0.01 0.05 <0.01 － <0.3 
亜鉛 ㎎/L <0.01 <0.01 0.07 <0.01 － <0.1 
溶解性鉄 ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 － <1 
溶解性マンガン ㎎/L <0.1 <0.1 0.10 0.13 － <1 

特
殊
項
目 

全クロム ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.2 
アンモニア性窒素 ㎎/L <0.05 <0.05 0.10 0.06 － <0.1 
リン酸性リン ㎎/L <0.02 <0.02 0.02 0.05 － <0.1 
有機リン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － <0.1 
ノルマルヘキサン抽出物質 ㎎/L <0.2 <0.2 <0.2 0.4 － <0.5 

そ
の
他 

流量 m3/秒 － － － － － 0.130 
注1：pH、DO、BOD、COD及びSSの昭和54年度の結果は、1日3回の測定結果の平均値です。 
注2：表中の「＜」は、未満を示します（例えば「<0.1」は0.1未満）。 
注3：表中の「－」は、測定していない項目を示します。 

資料：「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」（平成9年,広島市） 



 

-    - 26 

② 底質 

ア 底質測定結果 

事業計画地周辺における河川底質の調査結果(含有量試験)は、表3-1.14に示すとおり

です。また、調査地点は図3-1.5に示すとおりです。これによると、底質の有機汚濁の指

標となる強熱減量は0.6％と低く、また、暫定除去基準のある総水銀、PCBは検出されて

いません(暫定除去基準：水銀 25ppm、PCB 10ppm［ppm=㎎/kg］)。 

表3-1.14 底質調査結果(平成14年度) 

水域名：安川、測定地点名：大塚川下流 
項目 単位 調査結果 

pH ― 7.1 
COD ㎎/g 0.3 
強熱減量 ％ 0.6 
硫化物総量 ㎎/g ND 
含水率 ％ 15 
カドミウム ㎎/kg ND 
鉛 ㎎/kg 4.7 
ひ素 ㎎/kg 1.6 
総水銀 ㎎/kg ND 
アルキル水銀 ㎎/kg ND 
PCB ㎎/kg ND 
銅 ㎎/kg 4.3 
クロム ㎎/kg 4 
注：「ND」は、「検出せず」を示します。 

資料：平成15年度版「広島市の環境」(平成16年，広島市環境局) 

 

イ ダイオキシン類 

広島市（安佐南区及び安佐北区）における河川底質のダイオキシン類調査結果は表

3-1.15に示すとおりです。これによると、全地点で環境基準を達成していました。 

表3-1.15 ダイオキシン類調査結果(平成15年度) 
単位：pg-TEQ/g 

調査地点 年平均値 環境基準値 

古川 大正橋 0.11 
太田川 安芸大橋 0.44 
三篠川 深川橋 0.20 
根谷川下流 根の谷橋 0.11 
鈴張川 宇津橋 0.13 

150以下 

資料：平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 
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ウ 既往調査結果 

事業計画地周辺の河川底質の既往調査を表3-1.16に示します。これによると、ほとん

どの項目で値は低くなっていました。また、いずれの値も、水底土砂に係る判定基準※

及び底質の暫定除去基準（水銀 25ppm、PCB 10ppm［ppm=㎎/kg］）を下回っていました。 

 

表3-1.16 既往調査結果（底質） 

細坂川 椎原川 安 川 
項  目 単位 

S54年5月 H9年8月 S54年5月 H9年8月 S54年5月 H9年8月 

水底土砂に係
る判定基準※ 

鉛 ㎎/L 0.02 <0.01 0.05 0.01 0.02 0.02 0.1以下 
砒素 ㎎/L 0.02 <0.01 0.02 <0.01 0.01 <0.01 0.1以下 
全クロム ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 2以下 
銅 ㎎/L 0.01 <0.01 0.03 <0.01 0.04 <0.01 3以下 
マンガン ㎎/L 0.03 0.07 0.21 0.07 0.08 0.08  

溶
出
試
験 

総水銀 ㎎/L 0.0005 <0.0005 0.0063 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.005以下 
カドミウム ㎎/㎏ <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 － 
鉛 ㎎/㎏ 25.4 6.6 18.6 7.7 11.4 8.7 － 
砒素 ㎎/㎏ 3.42 0.7 4.45 1.9 2.80 1.7 － 
総水銀 ㎎/㎏ 0.036 <0.01 0.465 <0.01 0.082 <0.01 － 
アルキル水銀 ㎎/㎏ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － 
ＰＣＢ ㎎/㎏ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 － 
全クロム ㎎/㎏ 28.7 7.0 27.9 7.6 59.7 7.8 － 
銅 ㎎/㎏ 9.92 4.0 8.07 6.2 7.16 8.9 － 
マンガン ㎎/㎏ 324 220 855 220 277 470 － 
フェノール ㎎/㎏ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 － 

含
有
量
試
験 

油分 ㎎/㎏ 787 110 366 73 169 100 － 
※： 海洋汚染及び海上災害の防止等に関する法律施行令第5条第1項に規定する埋立場所等に排出しようとする金属等
を含む廃棄物に係る判定基準を定める省令（昭和48年総理府令第6号） 
注： 表中の「＜」は、未満を示します（例えば「＜0.1」は0.1未満）。 

資料：「安佐南工場環境影響評価業務 報告書」(平成9年，広島市) 
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③ 地下水 

ア 地下水測定結果 

広島市全域では、平成15年度に17地点(概要調査10地点、定期モニタリング調査7地点)

で地下水の健康項目について水質調査が実施されています。調査結果は、2地点でテトラ

クロロエチレンが、1地点でシス-1,2-ジクロロエチレン、トリクロロエチレン及びふっ

素が環境基準を達成していませんでしたが、その他の地点では環境基準を達成していま

した。 

資料：「平成16年度版 広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 

イ ダイオキシン類 

事業計画地周辺の地下水のダイオキシン類調査結果は表3-1.17に示すとおりです。こ

れによると、全地点で環境基準を達成していました。 

表3-1.17 ダイオキシン類調査結果(平成15年度) 
単位：pg-TEQ/g 

調査地点 調査結果 環境基準値 

安佐南区沼田町伴 0.046 
安佐北区安佐町久地 0.046 
安佐北区深川六丁目 0.021 

1以下 

資料：平成16年度版「広島市の環境」(平成17年，広島市環境局) 

 

④ 水象 

事業計画地周辺では、奥畑川(山根川原橋)、安川(大原下橋)において流量が観測されて

います。平成16年度における平均流量は奥畑川で0.65m3/秒、安川で1.19m3/秒でした。 

資料：平成16年度「水資源調査報告書（水位・流量編）」（平成17年,広島県土木建築部） 


